








































































































































り結合し， ヨハネス・パウリ『放言と至言』 (1522)に収録されたという (A・シュパー
マー）。特に「祈る女中さん」は，礫刑のキリストの傍らに隠棲者と天使を，もう片方に
は女中を描いた「念持画片」 (Andachtsbild)という図像を伴っており，この図像は巡礼
地における参拝者への護符として， 19世紀後半の印刷技術発展と共に，愴｀蔽とは別の
環境で流布した。また， 日々の仕事をキリストの受難と重ね合わせる「祈る女中さん」
の内容展開は，聖ブリギッタ等 13世紀頃の女性神秘家による霊視讀へと遡及可能であ
るという。「民衆詩心」の一つである「シンデレラ」話はしたがって，宗教性の極めて高
い事象の「一般化」，あるいは，絵入り印刷物による知的・宗教的営為の「崩し」および
「世俗化」により成立した話と結論付けられる。
信仰も含有する高度な文化的営為．換言すれば個性的な営為が，その発生の場所から
離れ広がるにつれて「崩れ」ゆき，民俗事象へと変貌するこの論理は．ゲーテ「ファウ
スト」にも援用可能である。「ファウスト」伝承が，もともとはファスナハトや献堂祭に
おける芝居演目であったことはよく知られている。たとえば，民衆劇「ファウスト博士」
（ケルンテン版）には，キリスト像（あるいは十字架像）を描くようファウストから強い
られた悪魔が，像は描けても聖名 INRIだけは加筆できないというエピソードが存在す
る。「聖名欠如」の宗教画の描き手を悪魔と見なす，いわゆる「悪魔の筆によるキリスト
十字架像」モティーフにおける「聖名欠如」と「悪魔の筆」は， もとを辿れば別々のモ
ティーフであった。このような複数モティーフの結合は，「シンデレラ」話と同じく確か
に二次的なものではあるが結合の結果，民衆の信仰心に響く仕上がりとなったことに
異論の余地はない。とはいえ．本来は宗教的な事象の「一般化」．知的・宗教的営為の
「世俗化」が，詩人ゲーテの「作品化」により成し遂げられたという点が，口頭伝承によ
り徐々に浸透した「シンデレラ」との決定的な違いであろう。
本書には他にも．シェイクスピアを例とする宮廷演劇における民謡の異化効果，バラー
ド「トゥーレ王」における北方性の論理シラーのビュルガー批判とゲーテとのつなが
り等読者を引き込む多彩な仕掛けが施されているのみならず,20世紀前半のゲルマニ
スティクおよび戦後のドイツ民俗学が抱えていた．文藝批評および文化研究とナチスド
イツとの関係性，さらにその反省の過程と克服の努力にも包み隠さず触れられている点
9に，学問に対する筆者の誠実な姿勢が感じられる。「書物のなかから〔中略〕数編を集め
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た」という控えめな導入に瞬されることなかれ。本書の客観的かつ批判的検証の真の目
的は， GermanstikとVolkskundeのときとして不平等な関係性に一石を投じ，双方の理
想的関係性としての「隣人」愛を説くことにある。なお，論評の都合上，内容紹介が目
次の順序に必ずしも沿わなかったことをここにお断りしておく。
（創土社 2016年）
